
郷
土
に
の
こ
る
明
治
・

大
正
頃
の
文
章
は
多
く
男

性
が
書
い
た
も
の
で
、
女

性
の
そ
れ
は
極
め
て
少
な

い
。
そ
こ
で
今
回
は
、

「
離
郷
の
夕
」
と
題
す
る

女
性
の
文
章
を
紹
介
す

る
。
作
者
は
、
郡
市
を
通

じ
て
当
代
一
流
の
女
性
知

識
人
と
い
わ
れ
た
高
松
田

瀬
（
一
八
八
四
〜
一
九
六

八
・
雅
号
は
村
雨
女
史
）

で
あ
る
。

こ
の
文
章
は
、
文
題
が

示
す
通
り
、
東
都
遊
学
の

た
め
、
家
族
と
離
れ
て
他

郷
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る

作
者
が
、
飯
田
を
離
れ
る

前
夜
の
思
い
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。
時
期
は
、
日

露
戦
争
前
後
の
初
秋
と
思

わ
れ
る
。

吹
く
や
、
う
ら
寒
き
風

越
山
の
山
お
ろ
し
、
梧
桐

一
葉
い
つ
の
間
に
か
ち
り

そ
め
て
、
桜
の
黄

�
�
�

葉�

ち
り

ま
ど
ふ
　
秋
の
初
め
の
哀

れ
さ
は
、
有
情
の
身
こ
そ

一
し
ほ
な
れ
や
。

今
日
限
り
、
明
日
よ
り

は
ま
と
は
ね
ば
な
ら
ぬ
旅

衣
、
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
他

郷
の
空
、
あ
ゝ
天
涯
の
孤

客
ぞ
や
。
明
日
と
思
へ
ば

今
更
に
、
聞
ゆ
る
も
の
ゝ

哀
れ
に
て
、
目
に
入
る
も

の
ゝ
懐
か
し
く
、
ま
づ
さ

き
だ
つ
は
、
時
雨
る
ゝ
空

の
そ
れ
よ
り
も
、
袂
の
ぬ

る
ゝ
を
如�

何�

に
せ
ん
。
…
　

…
あ
ゝ
如
何
に
し
て
こ

の
世
を
ば
、
如
何
に
し
て

か
進
ま
ん
と
、
思
い
悶
え

て
六�

夜�

ば
か
り
、
机
に
よ

り
て
其
の
ま
ゝ
に
、
深
き

悩
み
に
や
せ
し
折
り
、
眞

の
血
あ
り
涙
あ
る
、
父
が

書
簡
の
短
く
て
、
墨
く
ろ

ぐ
ろ
と
意
味
深
く
、
に
ぢ

み
し
筆
の
あ
と
も
あ
る
、

母
が
情
の
文
三�

尋�
�

。
抱
き

か
ゝ
へ
て
嬉
し
さ
に
、
人

な
き
木
陰
に
走
り
行
き
、

ひ
た
な
き
に
泣
き
に
し
事

も
あ
り
け
る
よ
。
…

今
宵
限
り
の
荒
れ
庭
に
、

暮
る
ゝ
も
知
ら
で
　
つ
き

ぬ
思
ひ
に
乱
る
れ
ば
、
空

に
も
知
る
か
夕
時
雨
、
名

に
も
ち
ぎ
る
か
村
雨
の
、

袖
に
か
ゝ
り
て
一
し
ほ

に
、
誘
は
れ
が
ち
の
重
き

ま
ぶ
た
の
つ
ゆ
の
玉
。
…

名
残
り
一
夜
の
故
郷
に
、

朝
夕
む
つ
び
し
文�

机�
�
�に

、

別
れ
て
行
か
ん
い
ざ
さ
ら

ば
。
…
（
羽
生
永
明
編
著

『
南
信
文
学
』
所
載
）

か
な
り
の
長
文
な
の

で
、
そ
の
一
部
を
引
用

し
た
。
時
雨
降
る
秋
の

夕
べ
、
離
郷
の
思
い
に

涙
す
る
女
史
の
姿
が
彷

彿
と
さ
れ
る
。

文
章
は
、
和
語
と
七
五

調
を
多
用
し
た
美
文
調
の

文
語
文
で
あ
る
。詩
的
で
、

リ
ズ
ム
感
の
あ
る
文
章
で

あ
る
。
一
般
的
に
、
女
性

の
修
学
や
社
会
進
出
が
難

し
か
っ
た
時
代
、
郷
土
に

こ
う
し
た
文
章
を
書
く
女

性
も
い
た
の
で
あ
る
。

作
者
田
瀬
に
つ
い
て

は
、
飯
田
市
伝
馬
町
の
慈

光
幼
稚
園
が
、
昨
年
の
創

立
百
周
年
を
機
に
発
行
し

た
『
慈
光
』
に
詳
し
い
。

女
史
は
、
善
勝
寺
二
十
四

代
住
職
高
松
鶴
丸
の
長
女

に
生
ま
れ
、
長
じ
て
府
立

京
都
高
等
女
学
校
を
経

て
、
日
本
女
子
大
学
国
文

科
に
学
ん
だ
才
媛
で
あ

る
。
帰
郷
後
、
飯
田
高
等

女
学
校
に
三
年
間
勤
務
の

後
、
大
正
三
年
、
慈
光
幼

稚
園
初
代
園
長
に
就
任
し

た
。当

時
の
幼
稚
園
普
及
状

況
は
極
め
て
低
か
っ
た
。

前
書
に
よ
れ
ば
、
小
学
校

第
一
学
年
入
学
者
中
で
幼

稚
園
教
育
修
了
者
の
占
め

る
率
は
、
全
国
平
均
で
２

パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
と
い

う
。
ち
な
み
に
、
同
時
期

の
長
野
県
の
そ
れ
は
0.7
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
女

史
は
ま
さ
に
就
学
前
教

育
・
幼
稚
園
教
育
の
先
覚

者
・
先
駆
者
で
あ
っ
た
。

（
故
人
敬
称
略
）

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
27

声
に
出
し
て
読
み
た
い
郷
土
の

近
代
文
学
（
三
）
　
鎌
倉
貞
男

高松田瀬（『慈光幼稚園百年史』より）


